
浸水・沈没事故対策
◇船舶の陸揚げ・固縛の強化

◇静穏度の高い海域への早期避難

◇係留の強化（係留索の摩耗等確認）

◇スカッパー及び甲板の排水設備

の開放の確認

毎年、８月、９月には全国的に台風や集中豪雨が発生し、係留中の船舶が浸水

・沈没する等の事故が発生していますので、「早めに気象・海象情報を入手」

し、適切なタイミングで「係留状態の強化」等の対策を実施願います。

夏の船舶事故の傾向（集中豪雨や台風襲来に注意）

熱中症に気を付けて

８月以降も熱中症への警戒が必

要な状況が続きます。

熱中症と思われる症状が出た

場合には、

「涼しい場所への移動」

「からだを冷やす」

「水分補給」

等の対策を行いましょう。

※右図は厚生労働省ホームペー

ジから転載したものです。

対馬海上保安部・比田勝海上保安署

厚生労働省ホームページ

熱中症予防のための情報・資料サイト

二次元コード

昨年比対馬区分

-2隻7隻船舶発
生
数

-2人4人人身

-3人0人死者

※「死者」には行方不明者を含む。
※昨年比の値は、令和７年７月末の件数
との比較しての値

海の事故情報
令和８年７月末現在


